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森林は気候変動の緩和へいかに貢献するか：
海外における植林等の国際的な最新動向

出所）https://vividmaps.com/
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出典）江守 (2021) に一部追記
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Intergovernmental Panel

on Climate Change (IPCC)

気候変動に関する政府間パネル
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出典）IPCC (2021)

世界の地表面気温の変化

世界の地表面気温の変化：(a) 1~2020年、 (b) 1850~2020年
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出典）IPCC (2018)

1850~2018年までの世界の地表面気温の変化

機器観測期間における世界の地表面気温の推移 4
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IPCC第6次評価報告書：地球温暖化に対する寄与度の評価

2010～2019年に観測された温暖化に対する寄与度の評価（1850~1900年との比較）

出典）IPCC (2021)
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6出典）Critical Angle ウェブサイト

1850~2010年におけるCO2排出量

年間CO2排出量 累積CO2排出量



7出典）European Environment Agency ウェブサイト

1850~2010年における温室効果ガス（GHG）濃度

1850～2010年における温室効果ガス（GHG）の濃度（CO2換算）

（京都GHG：CO2、CH4、N2O、HFCs、PFCs、SF6）



出典）FAO (2012)

1800~2010年における世界の人口と累積森林減少面積

世界の人口と累積森林減少面積（1800~2010年）
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インドネシア東カリマンタンの焼畑（1997）

インドネシア東カリマンタンの違法伐採（1997）



気温上昇の原因は？

世界の人口と累積森林減少面積
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温室効果ガス（GHG）
の濃度（CO2換算）

世界の地表面気温の変化
？ ？



植物、土壌、水と協働し、地球の水循環を回復し、気候を冷却
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出典）UNEP (2021)

植生に入射する太陽エネルギーの流れ
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地球温暖化の主な因果関係
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出典）UNEP (2021)



世界の水循環

12出典）UNEP (2021)



大陸の平均降水量リサイクル率（1999~2008）

13出典）UNEP (2021)

森林に覆われた地域は、水蒸気を長距離輸送する



大陸の平均降水量リサイクル率（1999~2008）

14出典）UNEP (2021)

リサイクル率（数値）が高いほど、降水量は土地の蒸発散に起因する



地表面の熱収支に関して、植生の有無による影響
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出典）UNEP (2021)
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植生の有無による地表面温度
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出典）UNEP (2021)



森林火災、森林減少、干ばつ、気候変動の相互関連性
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出典）UNEP (2021)

インドネシア東カリマンタンの大森林火災（1998）

インドネシア東カリマンタンの
焼畑（1998）



自然を活用した解決策（NbS）

18出典）UNEP & IUCN (2021)

沿岸地域 森林 草地及び農業 泥炭地

世界の気候変動緩和ポテンシャルは、自然生態系に可能性を有しており、
上記、全ての研究で、森林における行動が最も大きなポテンシャルを持つと結論付けている



T = 技術的可能性

C = ボトムアップにより費用対効果考慮
($100/tCO2以下)

M = 統合評価モデル（IAM）により
費用対効果考慮 ($100/tCO2以下)

緩和密度（tCO2／ha）

アフリカ及び中東

アジア及び太平洋

先進国

東欧及び西中アジア

中南米及びカリブ

出典）Roe et al.,20212020～2050年における地域別の緩和ポテンシャル（Gt CO2／年）
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気候変動緩和ポテンシャル：森林及びその他の生態系

19



気候変動緩和に貢献するNbSの環境及び社会経済ベネフィット
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出典）UNEP & IUCN
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NbSはSDGsへも貢献
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⚫ 国連気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

• 第5次評価報告（2013）：気候変動緩和策の一つとして植林の可能性に言及

• 1.5℃特別報告書（2018）：気温上昇を1.5℃までに抑えるためには、新たに10億ヘクタール（ha）の
森林が必要。ただし、気候や土壌条件に恵まれた土地は農業と競合

• 第6次評価報告（2022）：新規植林／再植林、森林管理の改善、アグロフォレストリー、及び土壌への
炭素固定が、CO2の隔離策として実施されている（高い信頼性）

⚫ 国連気候変動枠組み条約（UNFCCC）の締約国会合（COP26）（2021）

• 世界リーダーズサミット：岸田首相が2050年カーボンニュートラル、2030年新削減目標を表明

• 「森林と土地利用に関するグラスゴー首脳宣言（日本を含む141か国署名）」：持続的森林経営、森
林保全、森林復旧を推進

• 「グローバル森林資金約束」、「コンゴ盆地森林の保護・持続可能な経営の支援に関する共同声明」、及
び「森林・農業・コモディティ貿易（FACT）対話に関する共同声明」を発表

➢ ゼロエミッション、カーボンニュートラル、及びSDGs等のトレンドから、世界中で森林保全や植
林に注目が集まっている

気候変動対策としての森林：政府レベル
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日本国GHGインベントリ報告における排出量及び吸収量の推移

23出典）温室効果ガスインベントリオフィス編 (2022)

（森林は、土地利用、土地利用変化、及び林業（LULUCF）分野に含まれる。）



「パリ協定」締約各国が決定する貢献（NDC）
各国の排出削減目標の宣言

24出典）UNFCCC (2021)

各国がUNFCCCに提出したNDCにおいて対象とした分野、及び温室効果ガス



各国NDCに基づく、総排出量の予測範囲と進行状況

25出典）UNFCCC (2021)

更新された
NDCで、
各国は、

より野心的な
排出削減
目標を設定



NDCにおける土地利用、土地利用変化及び林業（LULUCF）の位置付け
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NDCにおいて国内緩和策としてLULUCF分野を優先、及び准優先分野として位置づけている締約国の割合

NDCにおいて国内緩和策としてLULUCF分野の具体的な活動に言及している締約国の割合

出典）UNFCCC (2021)



NDCで特定された気候変動適応の優先分野の取り組みとSDGsとの相乗効果

27出典）UNFCCC (2021)

陸域及び湿地の生態系における気候変動適応の取り組みは、複数のSDGsに貢献



出典）日経ESG 2020年11月号

民間レベル：グローバル企業による森林への出資・投資

アマゾン創業者のジェフ・ベゾス氏は、COP26において、森林を含む自然の回
復と食料システムの変革を支援するために30億ドル拠出を表明 28



マイクロソフト社のカーボン・ネガティブへの道筋

出典）Microsoft website: Microsoft will be carbon negative by 2030

炭素除去(吸収)量（植林含む）

純排出量

サプライチェーン排出量

事業排出量

排出防止オフセット量
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気候変動対策について企業の情報開⽰・評価
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出典）環境省・
みずほリサーチ＆
テクノロジーズ

(2021)

Science Based Targets（SBT）認定



SBT認定「森林・土地・農業の科学に基づく目標設定ガイダンス」
(Forest, Land, and Agriculture Science Based Target Setting Guidance:

FLAG)

31一部の企業は、他の排出量をカバーするSBTとは別に、FLAG目標を設定する必要となる予定

出典）IPCC (2006)



国際航空のためのカーボン・オフセット及び削減スキーム（CORSIA）
において使用が認められた森林分野を含む排出削減プログラム

プログラム 森林分野の対象活動

1 Verified Carbon Standard

(VCS)

林業（Forestry）：新規植林、再植林及び植生回復（ARR）、森
林管理の改善（IFM）、及び森林減少・劣化に由来する温室効果ガ
スの排出削減（REDD+）

2 Gold Standard (GS) 土地利用及び森林（Land Use & Forests）：A/R、及び農業
（AGR）

3 American Carbon Registry

(ACR)

農業、林業及びその他の土地利用（AFOLU）：A/R、IFM、及び森
林転用防止（Avoided Conversion of Forest）

4 Climate Action Reserve (CAR) 森林（Forest）、及び再植林（Reforestation）

5 Architecture for REDD+

Transactions (ART)

TREES：新規植林（Removals）、REDD+、及び高森林被覆・低
森林減少（HFLD）

出典）ICAOウェブサイト 32



植林が可能なエリア：約9億ha（Bastin et al., 2019）

植林により、2千億tCの追加的な炭素固定が可能

ただし、気候や土壌条件に恵まれた土地は限定的

半乾燥地及び湿地等の条件の良くない土地に可能性

潜在的な森林分布域

植林可能な場所

既存の森林、農
地、居住地を差
し引くと…

出典）Bastin et al. (2019) 出典）USDA website: Soil Moisture Regimes Map

土壌水分レジーム

乾燥

樹幹率

高

低

高

低
湿潤

森林再生のポテンシャル：どんなところに植林できるのか？
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放牧による劣化荒廃地

①

降水量が少ない乾燥地

②

過湿で酸素が少ない湿地

③

保湿性に乏しい海岸砂浜

④

条件の良い土地は農地に使用される一方、環境ストレス等により生じた荒廃地は、自然の森
林回復が容易でなく、未利用のまま大規模に残されている

①農・牧畜等によって著しい土壌劣化が進行した荒廃放棄地

②降水の少なさのために植生回復が難しい乾燥・半乾燥地

③過剰な水分による酸素不足等が問題となる湿地林やマングローブ域

④保湿性に乏しく、飛砂害、塩害にさらされる海岸砂浜

森林再生ポテンシャル：未利用の荒廃地
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国・地域 植林樹種
炭素吸収能力
（tCO2/ha/年）

備考

東南アジア ユーカリ 20～40 IPCCガイドラインより推計

ベトナム アカシア 16～33 JIFPROの調査により推計

インドネシア マングローブ 16 JIFPROらにより推計

ミャンマー（乾燥地） ユーカリ 10 JIFPROの調査により推計

日本 スギ 9 林野庁HPより推計

注）植林木が成長している期間における推計。植林木を伐採した場合は、それまでに吸収したCO2が再放出される。

ユーカリ植林（湿潤熱帯） マングローブ林アカシア植林 スギ植林（吉野）ユーカリ植林（乾燥地）

植林による炭素吸収能力（ポテンシャル）
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＋新技術未利用の荒廃地
（世界中に存在）

CO2

森林の再生

炭素 炭素 炭素

CO2 CO2
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荒廃地等の厳しい環境下での植林技術の開発



JIFPROは、途上国の森林保全や気候変動等の地球環境問題に取り組んでいます。

⚫ 森林生態系、森林土壌、植林、住民支援等の専門性と経験を有する技術顧問及び研究員等のスタッフ

⚫ 調査研究、技術開発、及び、途上国における植林プロジェクトの実施監理

国際緑化推進センター（JIFPRO）について

37https://jifpro.or.jp/

https://jifpro.or.jp/


途上国の荒廃地において、

効果的な森林再生技術を開発し普及

途上国森林再生技術普及事業（林野庁補助事業）

38

海外植林活動のための技術データベース

（森林再生テクニカルノート）https://jifpro.or.jp/tpps/

ミャンマーウズベキスタンフィリピン

https://jifpro.or.jp/tpps/


調査研究活動の知見を活かした森林保全活動や植林事業の実践

これまで東南アジア5か国で、東京ドーム約1,900個分(約8,800ha) の植林を実施

熱帯林造成事業

39

海外植林活動
https://jifpro.or.jp/forest/

https://jifpro.or.jp/forest/


海外植林プロジェクトについて、CO2吸収量を評価し、認証書を発行

海外植林のCO2吸収量認証システム

40植林前（2005） 植林後（2017） https://jifpro.or.jp/support/co2/

https://jifpro.or.jp/support/co2/


途上国における森林産品（木材及び非木材）の活用を通じた住民の生計向上を支援

持続的な森林管理と地域住民の生計向上を両立する
ビジネスモデル（林野庁補助事業）

41途上国森林ビジネスデータベース（BFPRO）https://jifpro.or.jp/bfpro/

https://jifpro.or.jp/bfpro/


42プロモーションビデオ https://www.youtube.com/watch?v=YzRYG76MkDU&t=3s

W-BRIDGE：インドネシアの国有林荒廃地における
住民参加によるゴムノキ植林と地域住民の生計向上の両立

https://www.youtube.com/watch?v=YzRYG76MkDU&t=3s


ご清聴ありがとうございました！

繋げ、「緑の地球」を次世代へ！
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